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【さはらっ子総会・・・ゲストティーチャーをお招きして】
１５日（土）の道の駅販売に向けての最終確認・活動をしました。生産部では、一緒に畑で作業をし

ながら、野菜の生育状態や管理の仕方、害虫への対策等を教えていただき、販売・広報部では、新聞バ
ッグづくりや販売する値段を検討しました。菊池富雄さん、白井涼輔さん、暑い中、ありがとうござい
ました。

【着衣水泳＜浮いて待て＞体験】
1０日（月）は、大子町消防本部から３名お出でいただき、服を着たまま水に入るとどうなるのか、

誤って水に落ちたとき・溺れている人を見つけたときはどうすればいいのか、を体験する「着衣水泳」
学習を実施しました。消防の方のお話を聞いた後、ペットボトルをお腹に抱えて背浮きの練習をし、最
後は、友だちが溺れてしまったことを想定しての訓練でした。溺れ役、付き添い役、通行人役と、それ
ぞれが役になりきって真剣に取り組み、プールサイドで見学している児童も、溺れる役の児童に向かっ
て「浮いて待て！」と声を掛けたり、近くに浮く物がないか探して投げ入れたりする等、全員が自分事
として訓練に参加していました。夏休み中も、水の事故には十分気をつけるとともに、いざというとき
に今日の訓練を思い出すよう、改めて指導・確認いたします。ぜひ、ご家庭でも「水の事故」や身を守
るための対処法について話題にしていただければと存じます。
＜水の事故に遭った時の対応＞
〇自分が溺れそうになったら・・・
・身体の力を抜いて、空を見るようにして背浮きをする。
・近くにペットボトル等、浮く物がないか見渡す。
・背浮きをしながら助けが来るのを待つ。

〇誰かが溺れていたら・・・
・大きな声で助けを呼ぶ。※絶対自分で助けに行かない。
・「浮いて待て！」と声を掛け、浮いてつかまれる物を投げ入れる。
・電話があれば１１９番に連絡する。

【道の駅販売に向けての広報活動】
１１日（火）６年生の仲田瑠緒さん、仲野理久さん、小泉侑輝さんがＦＭだいごのスタジオに出向

き１５日（土）の道の駅販売についてＰＲ活動をしてきました。１１：３０～の「おひるです！だいご」
に生出演し、夢道場の活動や野菜栽培について等、アナウンサーからの様々な質問にしっかりと答えて
いました。
１３日（木）５・６年生が依上小学校の５・６年生とオンライン交流で道の駅販売のＰＲ活動を行い

ました。依上小学校からは日光遠足の様子や調べ学習の発表があり、互いに質問をしたり感想を発表し
たりしてオンライン上で交流しました。これからも依上小学校をはじめ、他の学校とも交流ができるよ
う工夫していきます。


